
1年 前期 78 時間 後期 90 時間

2年 前期 - 時間 後期 - 時間

67～78

79～90

91～102

103～114

115～126
犬舎/ケネル実習。学んだ事を活かして犬舎で実践。

座学/行動問題。クリッカー③。ケーススタディ。

犬舎/ケネル実習。便・尿、お散歩について学ぶ。

座学/狂犬病。混合ワクチン。マイクロチップ。呼び戻し。一緒に歩く(屋外)。お散歩中のすれ違い。リード

のルール。人が近付くと犬は座る。スピン(指示手)

犬舎/ケネル実習。便・尿、お散歩について学ぶ。

座学/古典的条件付け・オペラント条件付け。　外部寄生虫(ノミ・ダニ)。

古典的条件付けの実践(音)。セトルダウン。クレートトレーニング。マテ+離れる。

犬舎/ケネル実習。フード種類・用途について学ぶ

犬舎/ケネル実習。点眼・投薬・保定について学ぶ。

座学/いたずら防止グッズ。食糞。クリッカー①。知育玩具。

犬舎/ケネル実習。学んだ事を活かして犬舎で実践。

座学/避妊・去勢。サニタリーパンツ・マナーベルト。トイレグッズ。クリッカー②。ケーススタディ。

座学/プレオーナークラス。熱中症。基本姿勢+プロンプト。クレートトレーニング+待機。

座学/お散歩の必要性。引っ張り防止補助道具。内部寄生虫(フィラリア)。

引っ張り防止補助道具フィッティング・ダブルリードの実践。口輪の装着。

教科書・教

材・服装等
服装：実習着、フラットケンネルリード、スニーカー・長靴（インヒール・厚底不可）

授業計画時間

数
授業内容

実習の流れと持ち物の説明。実習に関する事の説明。施設案内。犬舎作業の1日の流れ。犬プレートの見方。

クレートからの出し入れ。抱き上げ練習。ご飯の与え方練習。ケンネルリードの使い方。ご褒美の使い方。
1～6

7~18

19～30

31～42

43～54

55～66

科目名 PDケア＆トレーニング 必修・選択必修の別 必修

犬舎/ケネル実習。ハウス・ランからの出し入れの仕方、抱き方、扱い方、消毒について学ぶ

到達目標 学習理論に基づいたトレーニング方法と管理方法を身につける。

授業概要

ペットショップ店員としての基礎知識を身につけると共に、犬の扱い方や管理

方法を学び、行動問題へ原因追求と対処方法、飼い主様へのアドバイス方法を

考え実践する。
授業形式 実習

実施期
授業時間数合計

※授業50分を1時間とする。
168 時間

担当講師

シラバス（授業計画）

学科名 動物管理科 コース名 動物飼育コース

福島 詩菜

実務経験 有
仔犬の保育園を開業すると共に、優良家庭犬普及協会のGCT資格を取得、仔犬のブ

リーディングや成犬を含む多数の飼育管理を経験している。

犬舎/ケネル実習。フード種類・用途について学ぶ

確認テスト。座学/血統書の見方。犬の食生活。同じご飯を食べるメリット・デメリット。

8の字。アラウンド。知育玩具。

犬舎/ケネル実習。点眼・投薬・保定について学ぶ。

座学/犬とは。犬を扱う前に知っておくこと。首輪の種類説明。担当犬情報の書き方。首輪のフィッティング

練習。誘導方法(基本姿勢)。基本姿勢+マテ+誉め言葉。解放の合図。

犬舎/ケネル実習。ハウス・ランからの出し入れの仕方、抱き方、扱い方、消毒について学ぶ

座学/ボディランゲージ。カーミングシグナル。正しくない犬へのあいさつ。フードパッケージの見方。オヤ

ツの種類。　抱き上げ方。一緒に歩く練習(室内)。階段の昇降練習。食器のルール。



〇

A評価

B評価

C評価

F評価

127～138

犬舎/ケネル実習。学んだ事を活かして犬舎で実践。

座学/胃捻転。お客様から相談を受けた場合の対応の仕方。配置図を考える。

ノーズワーク②。ケーススタディ。

水平思考。仔犬の販売とレイアウトの仕方。

犬舎/ケネル実習。まとめ。学んだ事を活かして犬舎で実践。

確認テスト。座学/罰を扱う前に知っておくこと。ノーズワーク③

犬舎/ケネル実習。まとめ。学んだ事を活かして犬舎で実践。

139～150

151～162

163～168

座学/てんかん発作。生後0日～の社会化。出産～仔犬の成長(動画)

ノーズワーク①。ケーススタディ。

犬舎/ケネル実習。学んだ事を活かして犬舎で実践。

定期試験

筆記試験

・平常点（授業参加意欲など） 実技試験

実施しない

成績評価方法

・出席率

成績評価基準

出席率80％以上・平常点 優れている

出席率70％以上・平常点 普通

出席率50％以上・平常点 やや劣る

C評価の基準を満たしていない場合


